
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す
べ
て
の
⼈
へ
の
宣
教
に
は
、
皆
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
福
⾳
に
仕
え
る
、
ひ
た
す
ら
シ
ノ
ド
ス
的
で

宣
教
的
な
教
会
を
目
指
す
道
を
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
そ
れ
⾃
体
宣
教
的
で
あ
り
、
逆
も

ま
た
し
か
り
で
、
宣
教
は
必
ず
シ
ノ
ド
ス
的
で
す
。   

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ2024

年
﹁
世
界
宣
教
の
⽇
﹂
メ

セ̶

ジ
よ
り 

 

 

聖
霊
よ
、
わ
た
し
た
ち
は
あ
な
た
の
前
に
立
ち
、
あ
な
た
の
み
名
に
よ
っ
て
集
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
も
と
に
来
て
、
と
ど
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
お
住
ま
い
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
に
進
む
べ
き
道
を
教
え
、
ど
の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
か
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

弱
く
、
罪
深
い
わ
た
し
た
ち
が
、
一
致
を
乱
さ
な
い
よ
う
支
え
て
く
だ
さ
い
。 

無
知
に
よ
っ
て
誤
っ
た
道
に
引
き
込
ま
れ
ず
、
偏
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う 

導
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
う
ち
に
一
致
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

わ
た
し
た
ち
が
永
遠
の
い
の
ち
へ
の
旅
を
続
け
、
真
理
と
正
義
の
道
を
迷
わ
ず
に 

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

こ
の
す
べ
て
を
、
い
つ
ど
こ
に
お
い
て
も
働
い
て
お
ら
れ
る
あ
な
た
に
願
い
ま
す
。 

御
父
と
御
子
の
交
わ
り
の
中
で
、
世
々
と
こ
し
え
に
。
ア
ー
メ
ン
。 
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VO
CA

TI
O

N 

主の宴に招くものである宣教 

教皇フランシス 2024 年「世界宣教の⽇」メッセージより

祈りの旅を始めましょう。 

今週は 大陸を思い起こします。 

この地に住むすべての人に神からの 

必要な恵みが与えられますように。 

世に救い主イエスを与える宣教者、聖マリアよ、 

正義と平和を切望する 大陸の人々をあわれみ、 

特に貧しい人、疎外されている人、差別を受けている人、 

少数民族の人に寄り添い、助けてください。あなたの子イエスの

救いに与る喜びを深く味わうことができますように。アーメン。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今⽇は、アメリカ大陸に目を向けましょう。 

この⼤陸では、福音宣教にとっていのちの 

源となるグアダルペの聖母が先住民の一人 

ホァン・ディエゴに姿を現されました。マリアは、 

先住民と同じ服を着て、先住民の言葉で神を語られます。

聖ホァン・ディエゴは男性で、信仰を受け入れたとき、すでに結

婚していました。1531 年 12 月、彼は 55 歳くらいでした。歩い

ているときに、彼を優しく呼び止める神の御母を丘の上に見ま

す。聖母マリアは何と言って呼び止められたでしょう。「わたしの

もっとも愛する、小さな息子、フアニト」と呼びかけられました。

そして聖母は、ご自分が姿を現されている場所に教会を建てる

よう、司教のもとを訪ねて頼んでほしいと言われました。ホァン・

ディエゴは純粋な人で、何回か司教のもとを訪ねましたが、信

じてもらえません。最後に司教はしるしを求めました。聖母は、

ホァンにしるしを約束され、こう言って慰められます。「…あなた

の母であるわたしが、そばにいないことなどあるでしょうか」。そ

して、聖母はホァンに、渇いた丘の上へ行って、花を摘むように

言われます。季節は冬だったのに、ホァンは美しい花々を見つ

けます。花を摘んでマントに包み、神の御母にささげます。聖母

マリアは、それらを証拠として、司教のもとに持って行くよう促さ

れます。ホァンはまた司教のところに行って、忍耐強く自分の番

を待ちます。やっと順番がきて、司教の目の前で花を見せよう

と、ティルマ（マントのようなもの）を広げると、驚いたことに、マ

ントの織物に生き写しのマリア様の姿があり、聖母の目には当

時の人たちの姿が写っていました。 

こうしてマリアが望んだ聖堂が建てられ、ホァン・ディエゴは

その聖堂で人生をささげました。巡礼者を受け入れ、宣教をし

ました。聖母聖堂は巡礼の目的地であり、福音宣教の場です。

また、すべての人にとって、心の休まる場所です。 
 

教皇フランシスコ 2023 年 8 月 23 日 一般謁見演説 より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                 

 

 

  

 

 

 

主日の福音から黙想のヒント  
年間第 27 主⽇ 
 

「人は父母を離れ、妻と結ばれ、 

二人は一体となる…  幼子たちが私のもとに 

来るのを止めてはならない」(マルコ 10.2-16) 
 

神の愛の計画の⼀つである結婚に召された夫婦は 
同じ神の愛の中で⽣きて⾏くことを⼦供たちに伝え 
ます。もっとも⾝近な宣教です。 

     ともに祈りましょう 

☆ イエスとの出会いに魅せられて イエスのように 
⽣きようとする若者たちをふやしてください。物欲 
から解放され、主に従う喜びが与えられますように。 

 
☆ わたしたちの教会が、経済的に困ったときでも、貧 

しい⼈たちのことを忘れることがありませんように。 

 

 

宣教のロザリオ 

アメリカ大陸のためにロザリ

オの一連を唱えましょう。 

 


